
令和７年１月 24 日   

教 育 委 員 室    

午前 10 時～   

 

 

令和７年 1月社会教育委員会議  

次                  第 

 

 

１ 北千里小学校跡地複合施設整備に係る都市構造再編集中支援事業の事後評

価について                        別紙資料       

 

２ 吹田市立博物館  第４次中期計画について            Ｐ1～ 

 

３ 青少年クリエイティブセンター条例施行規則改正（施設予約システムの導入）

に係るパブリックコメントの実施について           Ｐ17～ 

         

４ 所管からの報告 

（１）青少年室：太陽の広場モデル事業等の報告         Ｐ21～ 

(２) 中央図書館：読書バリアフリーコンソーシアムの吹田市事例の報告 

Ｐ23～                  

（３）文化財保護課：特別企画展「むかしとくらしの学校」について                

机上配布資料  

              

５ その他 

（１）令和６年度 11 月定例会 質問要旨等（地域教育部関係） 

                            別紙資料 

 

（２）地域教育部各種予定                  机上配布資料 
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１ 都市再生整備計画北千里小学校跡地周辺地区 事後評価資料 
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１．都市再生整備計画事業とは
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都市再生整備計画事業の概要
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提案事業
コミュニティバス
の社会実験等、
市町村の提案に
基づく事業

交付金はどの事業に
どのように充当しても自由

都市再生整備計画
の作成

道路

空き店舗
活用

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

区画整理

駅前広場

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

社会実験

住宅
従来の補助事業

・個別事業毎に審査、採択

・事業毎に補助率は固定

・事業間の流用不可

幅広い交付対象

＋

交

付

金

×
概ね
４割

（国費率）

＝

基幹事業
道路、公園、
河川、下水道、

土地区画整理事業、
市街地再開発事業、
公営住宅等整備
等の公共事業

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ
社会実験

駅前広場
人工地盤

歩道整備

道路

公園

公営住宅

土地区画
整理事業

空き店舗活用

市街地再開発事業

都市再生整備計画事業の目的は、地域の歴史・文化・自然環境等の特性を生か

した個性あふれるまちづくりを実施し、全国の都市の再生を効率的に推進するこ

とにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会の活性化を図ることです
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都市再生整備計画事業

制度活用のメリット
都市再生整備計画事業は、市町村が作成した都市再生整備計画に基づき実施さ

れる事業等の費用に充当するために交付金を交付する制度です

個別補助事業（従来）
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事業のながれ（ＰＤＣＡ）
都市再生整備計画事業では、地域が抱える課題やまちづくりのビジョンに基づ

き、まちづくりの目標や数値目標を達成するために必要な事業を記載した都市再

生整備計画を作成（Ｐｌａｎ）し、成果を意識しながら事業を実施（Ｄｏ）し、交付期

間終了時に目標の達成度を評価（Ｃｈｅｃｋ）するとともに、必要な改善点は速やか

に改善（Ａｃｔｉｏｎ）するという一連のサイクルを導入しています

出典：「都市再生整備計画事業パンフレット」国土交通省
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評価結果の公表・国への提出

方法書の作成

事業の成果・実施過程の検証

住民への公表

フォローアップ・今後のまちづくりへ反映

事後評価のながれ
事後評価では、まちづくりの目標に対する達成状況の確認、効果発現要因の整理、

今後のまちづくり方策を検討します

事後評価の透明性・客観性・公正さを確保するため、評価結果について、評価委

員会を開催し、学識経験者等の第三者による審議を行います

事後評価委員会の審議
今回

3月予定



評価委員会の目的
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事後評価の手続き及び都市再生整備計画の目標の達成状況の確認

等の結果について、その妥当性を審議し、不適切な点または改善す

べき点があると認めた場合は、意見の具申を行います

 目的１： 事後評価の手続き等について

今後のまちづくり等の内容の妥当性について審議し、不適切な点

または改善すべき点があると認めた場合は、意見の具申を行います

 目的２： 今後のまちづくり等について



評価委員会での主な審議事項
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１. 事後評価手続き等

にかかる審議事項

①方法書について

②成果の評価について

③実施過程の評価について

④効果発現要因の整理について

⑤事後評価原案の公表について

審議内容を評価結果に反映

事後評価結果を公表 ・ 国へ提出

２. 今後のまちづくり

についての審議事項

⑥今後のまちづくり方策について

⑦ フォローアップ計画について

（評価委員会後）

フォローアップ・今後のまちづくりへ反映



２．審議事項
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本評価委員会での審議事項
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審 議 事 項 該 当 資 料

１. 事後評価
手続き等

① 方法書 【方法書】

② 成果の評価
【事後評価シート】
様式２-①～②

③ 実施過程の評価
【事後評価シート】
様式３-①～③

④ 効果発現要因の整理
【事後評価シート】
様式４-②～③

⑤ 事後評価原案の公表
【事後評価シート】
様式７

２. 今後の
まちづくり

⑥ 今後のまちづくり方策
【事後評価シート】
様式５-②～③

⑦ フォローアップ計画
【事後評価シート】
様式５-④



３．北千里小学校跡地周辺地区
都市再生整備計画
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対象位置
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北千里小学校跡地周辺地区
266.7 ｈａ



課題
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子育て世代が流入する状況に対応するための、子育て世代
を支援する機能の誘導

高度化・多様化する住民の学習ニーズへの対応するための
、教育・文化、学術・研究機能の強化

生涯学習活動や文化活動などを通じた多世代交流の場づく
りの推進

地域住民や施設利用者が交流し、憩い、にぎわう場の確保

だれもが利用しやすく安心・快適な歩行者空間の確保に向
けたバリアフリー化の推進



都市再生整備計画の目標
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目標

１

児童館・図書館・公民館からなる複合施設及び地
域交流広場を活用した、子育て・学び・多世代交流
の拠点づくり

阪急北千里駅から施設へのバリアフリーネットワーク
の構築による、安心・快適な歩行者空間の確保

目標

２

多世代が集い、にぎわいのあるまちの創出



整備方針
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 北千里小学校跡地に、児童館（新設）及び図書館（移転）、公民館（移転）及び
共用諸室からなる公的複合施設を整備する。

 共用諸室の整備において は、各施設の利用者が集まり、自由に憩うことのできる
スペースを設けることで、多世代が活発に交流することができる拠点づくりを図
る。またあわせて 地域住民や施設利用者の交流、憩い、にぎわいを創出するため
、地域交流広場を整備する。

児童館・図書館・公民館からなる複合施設及び地域交流広場
を活用した、子育て・学び・多世代交流の拠点づくり

 阪急北千里駅から施設への経路を、点字ブロックの設置や段差の改善によりバリ
アフリー化し、だれもが歩きやすい快適な歩行者空間を確保する。

阪急北千里駅から施設へのバリアフリーネットワークの構築
による、安心・快適な歩行者空間の確保
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整 備 方 針
地区名 北千里小学校跡地周辺地区

都市再生整備計画区域 266.7 ｈａ
計画期間 令和元年度～令和５年度

交付対象事業費 1899.2百万円
交付限度額
（国費） 949.6百万円 国費率 50%

■基幹事業
地域生活基盤施設
（地域交流広場）



４．北千里小学校跡地周辺地区
都市再生整備計画

事後評価
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事業の実施状況
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青山藤白古江線

■基幹事業 （道路）
千里北公園古江線整備

■基幹事業 （道路）
青山藤白古江線整備

青山藤白古江線 青山藤白古江線

千里北公園古江線 千里北公園古江線

青山古江線青山古江線

■基幹事業（道路）
青山古江線整備

青山古江線

千里北公園古江線



事業の実施状況
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■基幹事業（道路）
藤白古江線整備
藤白台４９号線整備

■基幹事業（公園）
千里北公園 園路整備

千里北公園 園路

千里北公園 園路

藤白古江線

藤白古江線 藤白台49号線



事業の実施状況
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■基幹事業（高次都市施設（地域交流センター））
北千里小学校跡地複合施設（地区公民館）整備

■基幹事業 （誘導施設）
北千里小学校跡地複合施設（児童館・図書館）整備

■基幹事業
地域生活基盤施設（地域交流広場）

北千里小学校跡地複合施設
（地区公民館）

北千里小学校跡地複合施設
（地区公民館）

北千里小学校跡地複合施設
（図書館）

北千里小学校跡地複合施設
（児童館）

地域生活基盤施設
（地域交流広場）

地域生活基盤施設
（地域交流広場）



事業の実施状況
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○関連事業（道路）
千里北公園古江線整備
青山古江線整備

〇関連事業
都市開発支援事業
（千里北地区センター）

都市開発支援事業
（千里北地区センター）

都市開発支援事業
（千里北地区センター）

都市開発支援事業
（千里北地区センター）

千里北公園古江線 青山古江線



本評価委員会での審議事項（再掲）

22

審 議 事 項 該 当 資 料

１. 事後評価
手続き等

① 方法書 【方法書】

② 成果の評価
【事後評価シート】
様式２-①～②

③ 実施過程の評価
【事後評価シート】
様式３-①～③

④ 効果発現要因の整理
【事後評価シート】
様式４-②～③

⑤ 事後評価原案の公表
【事後評価シート】
様式７

２. 今後の
まちづくり

⑥ 今後のまちづくり方策
【事後評価シート】
様式５-②～③

⑦ フォローアップ計画
【事後評価シート】
様式５-④
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審議事項① 方法書

【方法書】 (１/３)

各評価項目の指標数値や実施状況等
を計測・確認するための方法を設定

（一部抜粋）
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審議事項② 成果の評価

【事後評価シート】様式２-①～② (１/３)

指標・評価結果
目標
達成度

評価の理由
１年以内の
達成見込み

指標

１

各施設の利用者数
令和５年度の複合施設に入居する各施設（児童館、
図書館、公民館）の年間利用者を計測。

（まちなかリビングは令和４年10月27日供用のため、
令和4年度の利用者数のうち4～10月はデータなし。
そのため評価は令和５年度の利用者数を対象とした）

○
 令和５年度の年間利用者（児童館、図
書館、公民館）が目標値を上回ったた
め、目標達成とした。

－

指標

２

子どもを育てる環境について満
足している割合

令和４年度の市民を対象とする意識調査の結果に
より計測（対象地域：千里ニュータウン・万博・
阪大地域）。 ○

 令和4年度に実施した市民意識調査
にて子どもを育てる環境についての満
足度が目標値を上回ったため、目標
達成とした。

－

目標値

16万[人/年]

（H29従前値：9.4万[人/年]）

評価値

約36万[人/年]

（H30従前値：36.4 [％]）

目標値

41[％]

評価値

50.2 [％]

※従前値：千里図書館北千里分室と北千里地区公民館の利用者数

※目標達成度
○：評価値が目標値を上回った場合
△：評価値が目標値には達していないものの、

近年の傾向よりは改善していると認められる場合
×：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも

改善がみられない場合



指標・評価結果
目標
達成度

評価の理由
１年以内の
達成見込み

指標

３

生涯学習に関する環境について満足
している割合

令和４年度の市民を対象とする意識調査の結果により計
測（対象地域：千里ニュータウン・万博・阪大地域）。

○

 令和4年度に実施した市民意
識調査にて生涯学習に関する
環境についての満足度が目標
値を上回ったため、目標達成
とした。

－

指標

４

コミュニティ活動の充実について満
足している割合

令和６年度に追加調査※した市民を対象とする意識調査の
結果により計測。（まちなかリビング来訪者を対象とし
たインタビュー形式の調査。回答数177票）

※令和4年度に実施した市民意識調査結果では、本指標に
対する満足度が「18.7％」と目標未達だったため、
R6.12.18に追加調査を実施。

○
 令和6年度に実施した追加調
査にてコミュニティ活動の充実
ついての満足度が目標値を上
回ったため、目標達成とした。

－

評価値

73.4[％]
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審議事項② 成果の評価

【事後評価シート】様式２-①～② (１/３)

目標値

13.0[％]

（H30従前値：12.1 [％]）

評価値

17.8[％]

（H30従前値：19.2 [％]）

目標値

26.0[％]

※目標達成度
○：評価値が目標値を上回った場合
△：評価値が目標値には達していないものの、

近年の傾向よりは改善していると認められる場合
×：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも

改善がみられない場合
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審議事項② 成果の評価

【事後評価シート】様式２-①～② (１/３)

指標・評価結果
目標
達成度

評価の理由
１年以内の
達成見込み

指標

５

歩行者にとっての道路の安全性
についての満足度

令和４年度の市民を対象とする意識調査の結果に
より計測（対象地域：千里ニュータウン・万博・
阪大地域）。

×

 事後評価時点では、数値目標には
至っていない。

 令和6年度の追加調査でも本指標に
対する満足度が60点であったことか
ら、1年以内の数値目標の達成は困
難であると判断した。

なし
目標値

68[点]

（H30従前値：63.8 [点]）

評価値

65 [点]

※目標達成度
○：評価値が目標値を上回った場合
△：評価値が目標値には達していないものの、

近年の傾向よりは改善していると認められる場合
×：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも

改善がみられない場合

添付様式２－参考記述 定量的に表現できない定性的な効果発現状況

まちなかリビングを利用するサークル数の増加や千里金蘭大学との連携事業、多様な主体によるまちづく
り活動が増加している。

理化学研究所関係者のイベントが実施され、身近な施設で、高度な自然科学の研究に親しむことができる
ようになった。

地域の人材が、施設を利用して講師を行うなど、地域貢献意欲が高まった。
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実施過程の評価審議事項③

【事後評価シート】様式３-①

実施内容 実施頻度・時期・結果 今後の対応方針等

指標１「各施設の利用者数」

【実施頻度】毎年度1回

【実施時期】毎月

【実施結果】調査結果等より指標1

の経年変化を確認

－

指標２「子どもを育てる環境について満

足している割合」

指標３「生涯学習に関する環境について

満足している割合」

指標４「コミュニティ活動の充実につい

て満足している割合」

指標５「歩行者にとっての道路の安全性

についての満足度」

【実施頻度】4年に1回

【実施時期】３月公表

【実施結果】調査結果等より指標2～5

の経年変化を確認

 モニタリングの実施状況

下記4指標における数値の変化を確認
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実施過程の評価審議事項③

【事後評価シート】様式３-②

実施内容 実施頻度・時期・結果 今後の対応方針等

①吹田市障がい者授産
製品常設展示販売店と
の吹田市障がい者授産
製品常設展示販売店パ
ンと雑貨のお店「はぴ
すま」連携

①【実施頻度・時期】

月に5回～６回クッキー、ケーキ、クラフト小物の販売

施設の大型イベント日はお弁当の販売

令和５年度は76回実施

【結果】

飲食可能エリアでの休憩の影響があり、利用者からの販
売日の問合せが多く地域に理解が広まっている。障がい
者施設授産品販売のマルシェ開催が行われた。

①途絶えることなく継
続していく

②千里金蘭大学との連
携

②【実施頻度・時期】

令和５年度実績 11月に３回

親子ワークショップや食物の講座などを開催

【結果】

子育て世代をターゲットに、出産前から幼児期
まで、親子教室、食物及び看護といった連続的
な講座やイベントを令和６年度に連続して行う
に至った。

②単体でない講座を行
うことで継続的に行う。

 官民連携による取組の実施状況
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実施過程の評価審議事項③

【事後評価シート】様式３-③

実施内容

実施頻度・時期・結果

今後の対応方針等
ⅰ．体制構築に向けた

取組内容
ⅱ．まちづくり組織名：

組織の概要

①利用者懇談会の実施

②市民意識調査

①年に1回懇談会及
びアンケートを行う

②４年に１回、指標
と同じ内容のアン
ケートを行う

①TRC北千里共同事業体

：まちなかリビング指定管理
者

②吹田市直営

：吹田市と学生ボランティア
スタッフによる企画運営

今後も市民の意見
を聞いて、利用満
足の効果を図る。

 持続的なまちづくり体制の構築状況



今後の活用

まちなかリビングを維持・管理
するとともに、中心市街地の拠
点性と回遊性を向上を図るため、
都市拠点・交流拠点の連携を強化
し、市内外からの来訪者の増大、
交流人口の増加を図る。

（同左） （同左）

地域交流広場の一般開
放（令和7年5月頃予
定）により、中心市街
地の更なる拠点性の向上
を図る。

指標名

事業名

指標１

各施設の利用者数

指標２

子どもを育てる環境につ
いて満足している割合

指標３

生涯学習に関する環境に
ついて満足している割合

指標４

コミュニティ活動の
充実について満足し

ている割合
貢献度 総合所見 貢献度 総合所見 貢献度 総合所見 貢献度 総合所見

基
幹

【地域生活基盤施設】

地域交流広場
-

 まちなかリビングが
整備されたことによ
り、市の目標以上の
利用者に利用いただ
けたことが、達成の
直接的な要因である。
（地域交流広場は未
整備のため、貢献度
は不明）

-
 まちなかリビング内

の児童センターの整
備により、子育てに
資する満足度の向上
に貢献していると考
えられる。

-
 まちなかリビング内

の地区公民館の整備
により、生涯学習子
育てに資する満足度
の向上に貢献してい
ると考えられる。

-
 まちなかリビ

ング内のロ
ビーや閲覧席、
新聞・雑誌の
ブラウジング
コーナー、会
議室等の整備
により、生涯
学習子育てに
資する満足度
の向上に貢献
していると考
えられる。

【高次都市施設地域交
流センター】

北千里小学校跡地複合

施設（地域交流セン

ター（地区公民館））

◎ - ◎ ◎

【誘導施設（社会福祉
施設）】
北千里小学校跡地 複
合施設（児童館）
【誘導施設（教育文化
施設）】
北千里小学校跡地 複
合施設（図書館）

◎ ◎ - -

関
連

北千里駅前地区（千里
北地区センター） ○ ○ ○ ○

審議事項④

【事後評価シート】様式４-②
 数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

効果発現要因の整理
※指標改善への貢献度
◎：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
○：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
△：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に貢献しなかった。
－：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確なので、評価できない。

30



指標名

事業名

指標５

歩行者にとっての道路の安全性についての満足度

貢献度 総合所見

基
幹

[道路]千里北公園古江線
（視覚障がい者誘導ブロック設置、歩道透水舗装、
ガードバイプ設置、ベンチ設置）

△
まちなかリビングへ向かう歩道に対し
て、視覚障がい者誘導ブロック、歩道
透水舗装、ガードバイプ及びベンチが
整備されたことにより、市民の安全性
が向上したが、市民に対する周知が十
分でなかったことなどが未達成の要因で
ある。

[道路]青山古江線
（視覚障がい者誘導ブロック設置、歩道透水舗装、
ガードバイプ設置、ベンチ設置）

△

[道路]青山藤白古江線
（視覚障がい者誘導ブロック設置、歩道透水舗装
(片側のみ)）

△

[道路]藤白古江線
（視覚障がい者誘導ブロック設置、歩道透水舗装） △

[道路]藤白台49号線
（視覚障がい者誘導ブロック設置、歩道透水舗装
（片側のみ））

△

関
連

[道路]千里北公園古江線

（視覚障がい者誘導ブロック設置、歩道透水舗装）
△

（同上）

[道路]青山古江線

（視覚障がい者誘導ブロック設置、歩道透水舗装）
△

効果発現要因の整理審議事項④

【事後評価シート】様式４-③
 数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

今後の活用

視覚障がい者誘導ブロック、歩道透水舗装、ガードバイプ
及びベンチを維持・管理するとともに、高齢者や障がい者
に向けたまちなかりビングへのアクセスマップの作成など、
ソフト施策を展開し、来訪者の増大、交流人口の増加を図る。 31

※指標改善への貢献度
◎：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
○：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
△：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に貢献しなかった。
－：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確なので、評価できない。
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審議事項⑤ 事後評価原案の公表

公表方法 公表期間期間

インターネット

（市のホームページに掲載）
令和７年３月20日～

（吹田市ホームページ

における公表状況）

掲載場所
（イメージ）

【事後評価シート】様式７
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審議事項⑥ 今後のまちづくり方策

事業前の課題 達成されたこと 残された未解決の課題
事業によって生じた

新たな課題

子育て世代が流
入する状況に対
応するための、
子育て世代を支
援する機能の誘
導

複合施設（まちなかリビング）
がR4年11月に供用。

乳幼児室や児童書コーナー、遊
戯室等の子育て支援施設が整備
され、子どもを育てる環境につ
いての満足度が向上した。

－

まちなかリビング入口前は信号
が無い交差点のため、当該施設
利用者（歩行者・自転車）と隣
接する商業施設（イオン北千里
及びディオス北千里）の利用車
両の錯綜機会の増加

高度化・多様化
する住民の学習
ニーズへの対応
するための、教
育・文化、学
術・研究機能の
強化

複合施設（まちなかリビング）
がR4年11月に供用。

図書館や視聴覚室、調理自習室、
工作室、和室、の多様な学習
ニーズに対応した機能が具備さ
れ、生涯学習や多世代交流の場
づくりに関する環境についての
満足度が向上した。

－ （同上）

生涯学習活動や
文化活動などを
通じた多世代交
流の場づくりの
推進

（同上） － （同上）

【事後評価シート】様式５-②
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審議事項⑥ 今後のまちづくり方策

事業前の課題 達成されたこと 残された未解決の課題
事業によって生じた

新たな課題

地域住民や施設
利用者が交流し、
憩い、にぎわう
場の確保

複合施設（まちなかリビング）
がR4年11月に供用。

ロビーや閲覧席、新聞・雑誌の
ブラウジングコーナー、会議室
等が整備され、地域住民や施設
利用者が交流し、憩い、にぎわ
う場が確保された。

複合施設（まちなかリビング）
北側に設けられている交流広場
（わんぱく広場）は現在芝生養
生中のため、令和７年5月頃に
一般開放を予定している。コ
ミュニティ活動支援のための更
なる環境づくりを進め、憩い、
にぎわいの場の創出を図る必要
がある。

隣接する千里北地区センターが
一体となって、地域のコミュニ
ティの強化による、更なる憩い、
にぎわい創出を図る必要がある。

まちなかリビング入口前は信号
が無い交差点のため、当該施設
利用者（歩行者・自転車）と隣
接する商業施設（イオン北千里
及びディオス北千里）の利用車
両の錯綜機会の増加（前頁再
掲）

だれもが利用し
やすく安心・快
適な歩行者空間
の確保に向けた
バリアフリー化
の推進

歩道へ視覚障がい者誘導ブロッ
ク、透水舗装、ガードバイプ及
びベンチがR2～R4に設置され、
歩行者にとっての道路の安全性
についての満足度が向上した。

整備効果が実感しにくい施策で
あるため、地元自治会や障がい
者支援団体へのヒアリングによ
り個別意見を収集し、必要に応
じて更なる対策を講じる必要が
ある。

-

【事後評価シート】様式５-②
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今後のまちづくり方策

事 項 基本的な考え方 想定される事業

拠点施設の維持・充実

 複合施設（まちなかリビング）整
備に係る目標は達成された。

 整備された施設等を当初の目的に
沿って、快適に利用できる環境の維
持・充実を図る

 住民ニーズに合わせた施設
利用方法の検討

 住民参加、施設間の連携
強化

 イベントの充実

【事後評価シート】様式５-③
Ａ）効果を持続させるために行う方策

審議事項⑥

Ｂ）改善策

事 項 基本的な考え方 想定される事業

視覚障がい者誘導ブ
ロック、歩道透水舗装、
ガードバイプ、ベンチ
の維持・管理

 視覚障がい者誘導ブロック、歩道
透水舗装、ガードバイプ、ベンチ
が設置、まちなかリビングへ向か
う動線について安心な公共空間が
創出された。

 今後はこれら施設の維持・管理を
行うにより、まちなかリビング北
千里の利用者の安全性の向上を図る。

 関連事業の千里北地区セン
ターの再整備による駅からの
アクセスの構築



36

審議事項⑦ フォローアップ計画

指 標 評 価 値
目標
達成度

フォローアッ
プ予定時期

指標１ 各施設の利用者数 約36 [万人/日] 確定 ○ －

指標２
子どもを育てる環境につい
て満足している割合

50.2 [％] 確定 ○ －

指標３
生涯学習に関する環境につ
いて満足している割合

17.8 [％] 確定 ○ －

指標４
コミュニティ活動の充実に
ついて満足している割合

73.4 [％] - ○
令和7年5月
※地域交流広場
一般開放後

指標５
歩行者にとっての道路の安
全性についての満足度

65 [点] 確定 × －

【事後評価シート】様式５-④



５．今後のスケジュール
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今後のスケジュール
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国への報告

方法書の作成

事業の成果・実施過程の検証

評価結果の公表

フォローアップ・今後のまちづくりへ反映

第１回 事後評価委員会の意見聴取

令和７年３月上旬 第２回 事後評価委員会の意見聴取

令和７年３月下旬

令和７年３月末

令和７年１月２４日
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１ 地域教育部各種予定 

 

 

２ 特別企画展「むかしとくらしの学校」について 

 

 

 

 

 

 

 



1 2月3日(月)

2 2月19日（水）

3 2月20日（木）

1 １月25日（土）

2 ２月１日（土）

3 2月2日（日）

4
2月1日・8日・
15日・３月1日
の（土）

5 ２月8日（土）

6 2月15日（土）

7 2月20日（木）

8 2月22日（土）

9 3月１日（土）

10
開催中～
4月6日（日）

　■　教育委員会　　　　　　　2月10日（月 ）     15時30分～   教育委員室     

※申込み方法など、詳しくは市ホームページ、又は担当室課へお問い合わせください。

１　地域教育部審議会等（傍聴可能なもの）

        本会議（質問）　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２月25日（火）、26（水）、27日（木）、28日（金）

　■  総合教育会議　　　　 　2月16日（日)　　　14時～16時　　吹田市総合防災センター(DRC吹田)

地域教育部各種予定

不要

要

不要

中央図書館
06-6387-0071

文化財保護課
06-6338-5500

青少年室
06-6816-8552

まなびの支援課
06-6155-8243

青少年室

中央図書館

まなびの支援課

文化財保護課博物館

江戸時代の瓦版ほか

自然体験交流センターで
のスタッフ講習会

要

不要

要

要

健康のための運動と栄養
を考える

内容

今年度実績及び来年度
実施事業（案）の報告等

文化財の保存・活用に関
する重要案件等について
報告

会議名

青少年クリエイティブセンター
運営審議会

文化財保護審議会

令和７年度吹田市立
図書館の目標（案）ほか

不要

生涯学習市民大学

内容

お話・大型絵本・影絵

まが玉づくり

施設の無料開放

中央図書館

博物館

自然体験交流センター

大阪学院大学

担当室課

青少年クリエイティブ
センター

06-6389-2061

文化財保護課
06-6338-5500

中央図書館
06-6387-0071

担当室課

場所

        本会議(討論・採決)                      　　  3月24日（月）

        文教市民常任委員会　　　　　　　　　　　　 　３月3日（月）
        予算常任委員会文教市民分科会 (質疑)  ３月4日（火)・予備日 5日（水)
        予算常任委員会(討論・採決)                ３月17日（月)

　■　社会教育委員会議 　　3月（日程未定）

　■　2月議会（予定)
        本会議（提案説明)                             2月17日（月)

日付

2　イベント等

日付

青少年クリエイティブセン
ター

親子体験講座

ふれあい交流広場

　≪ その他 ≫

図書館協議会

吹田市役所 高層棟４階
特別会議室

中央図書館

市民大学特別講座

むかしのくらしと学校

　　　　　　　　　　　　　　　　  　3月11日（火 ）　　　15時30分～   教育委員室    

会議名

おはなし会スペシャル

場所
※事前
申込み

さわやか元気キャンプス
タッフ講習会

デジタル図書やさわる
絵本等を使って実施

えほんのじかんユニバー
サル

吹田のまちの移り変わり

自然体験交流センター

健都ライブラリー

吹三地区公民館

江坂ブックフェスタ
inWell Being Esaka

ぬいぐるみのおとまり会
ほか

江坂図書館 要 中央図書館

さわやか元気キャンプ
ゆいぴあ

１年間の振り返りほか 夢つながり未来館 要 青少年室






